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口永良部島

面　　積： 35.77 ㎢
周　　囲： 49.7 ㎞
人　　口：118 人
主な産業： 水産業

寝待の立神

離島の人口と面積が全国第1位の
鹿児島県。魅力ある離島をご紹介！
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岩屋泊：本村港から車で 20 分

国指定天然記念物エラブオオコウモリ

自然と人が共生する
緑の火山島

口永良部島
Kuchinoerabujima

〈口永良部島へのアクセス〉
町営船「フェリー太陽」を利用します。
●屋久島（宮之浦港）～口永良部島
　約 1 時間 40 分

屋久島町役場
〒891-4207 鹿児島県熊毛郡 屋久島町小瀬田 469 番地 45

℡. 0997-43-5900　℻. 0997-43-5905   
http://www.town.yakushima.kagoshima.jp/

湯の花がうかぶ
寝待温泉

　

口
永
良
部
島
は
、
屋
久
島
の
西
方
約
12

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
ひ
ょ
う
た
ん

の
よ
う
に
真
ん
中
が
く
び
れ
た
形
が
特
徴

的
な
火
山
島
。
一
日
一
便
、
屋
久
島
と
口

永
良
部
島
を
つ
な
ぐ
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
し

て
い
て
、島
民
の
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

屋
久
島
と
口
永
良
部
島
に
の
み
生
息
し

て
い
る
ヤ
ク
シ
カ
や
、国
指
定
天
然
記
念
物

で
あ
る
エ
ラ
ブ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、絶
滅
危
惧

種
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
、
タ
カ
ツ
ル
ラ
ン
な

ど
、
希
少
な
動
植
物
が
生
息
。
平
成
28
年
に

は
、
屋
久
島
の
み
が
登
録
さ
れ
て
い
た「
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
に
口
永
良
部
島
も

登
録
さ
れ
、
人
と
自
然
の
共
生
に
よ
る
地

域
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
５
月
の
新
岳
噴
火
に
よ
り
、

一
時
は
全
島
民
が
避
難
し
た
口
永
良
部
島
。

現
在
は
多
く
の
人
が
帰
島
し
、
島
は
活
気

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
島
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

火
山
島
な
ら
で
は
の
豊
富
な
温
泉
。本
村

温
泉
、
湯
向
温
泉
、
寝ね
ま
ち待
温
泉
、
西
ノ
湯

温
泉
と
、
島
内
に
あ
る
４
つ
の
温
泉
は
そ

れ
ぞ
れ
趣
が
異
な
り
、
好
み
の
温
泉
を
み

つ
け
る
楽
し
さ
も
あ
り
ま
す
。

　

寝
待
温
泉
は
、
干
潮
時
に
は
湯
治
場
だ

け
で
な
く
、
す
ぐ
そ
ば
に
そ
び
え
る
寝
待

の
立
神
の
下
か
ら
も
お
湯
が
湧
き
出
し

ま
す
。
雄
大
な
自
然
に
抱
か
れ
な
が
ら
浸

か
る
良
質
の
温
泉
で
、
身
も
心
も
癒
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
島
の
周
辺
は
七
釜
や
岩
屋
泊
と

い
っ
た
魚
釣
り
の
ポ
イ
ン
ト
も
多
く
、
大

物
釣
り
の
メ
ッ
カ
。
ク
ロ
や
ウ
メ
イ
ロ
、

イ
シ
ダ
イ
、
フ
エ
フ
キ
ダ
イ
な
ど
を
求
め

て
、各
地
か
ら
釣
り
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

屋
久
島
か
ら
も
う
一
歩
足
を
の
ば
し
て
、

自
然
と
の
一
体
感
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　巨大な岩に圧倒される口永良部島の名所。すぐ
そばに寝待温泉がある。塩分を含んだ乳白色の
温泉で、昔から湯治場として島内外の方に利用
されている。海中からも湯が沸き出ており、干潮
時には立神の下で温泉に浸かることも可能。

　奈
良
時
代
建
立
の
名
刹
、志
布
志
市

宝
満
寺
。神
亀
年
間
に
聖
武
天
皇
が
皇

国
鎮
護
の
た
め
に
創
建
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
寺
の
境
内
で
例

年
４
月
29
日
、昭
和
の
日
に
行
わ
れ
る

の
が
、江
戸
時
代
か
ら
続
く「
お
釈
迦

ま
つ
り
」で
す
。釈
迦
降
誕
を
祝
う
灌

仏
会
で
、か
つ
て
は
旧
暦
の
４
月
８
日

に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
〝
し
が

つ
よ
う
か
〞
が
な
ま
り「
し
が
っ
じ
ょ

か
」と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
。鹿
児
島
三
大
祭
り
の
ひ
と
つ
で
、

前
夜
祭・本
祭
の
両
日
に
わ
た
っ
て
開

催
。近
辺
の
寺
院
境
内
は
朝
早
く
か
ら

人
々
が
列
を
な
し
、小
さ
な
仏
像
に
歳

の
数
だ
け
甘
茶
を
か
け
て
無
病
息
災

を
祈
り
ま
す
。

　安
産
や
縁
結
び
の
ご
利
益
で
知
ら

れ
る
寺
に
ふ
さ
わ
し
く
、祭
り
の
メ

イ
ン
は
花
嫁
を
乗
せ
た
シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
馬
の
パ
レ
ー
ド
。艶
や
か
な
馬
上

の
花
嫁
の
傍
ら
で
は
、花
婿
が
手
綱

を
引
き
な
が
ら
通
り
を
練
り
歩
き
、

沿
道
の
人
々
は
新
婚
の
カ
ッ
プ
ル
や

結
婚
間
近
の
若
い
２
人
に
祝
福
の
拍

手
を
送
り
ま
す
。門
前
町
の
名
残
を

残
す
古
い
路
地
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
出

さ
れ
る
、稚
児
行
列
や
踊
り
連
。街
は

終
日
、祭
り
一
色
に
染
ま
り
ま
す
。

宝満寺境内に設置されたお釈迦様に甘
茶をかけて洗い清める。もともとは香水
（仏様に供える水）をかけていたものが
江戸時代に甘茶に変化したとされる。

名
刹
と
門
前
町
を
舞
台
に
、

江
戸
時
代
か
ら
続
く
灌
仏
会
。

【祭りの舞台】

開催日： 4月29日（昭和の日）

ＴＥＬ： 099-472-2224
（志布志市総合観光案内所）

交　通： 東九州自動車道「曽於弥五郎 IC」
から約30分

駐車場： 約400台（臨時駐車場：無料）

住　所： 志布志市志布志町帖6537

宝満寺公園

かごしまの
次代に遺したい伝統文化

祭り
－ 第 6 回 －

か
ん
か
ん

ぶ
つ
ぶ
つ

ええ

し
ゃ

か

志
布
志
市

お
釈
迦
ま
つ
り

鹿
児
島
に
古
く
か
ら
伝
わ
る

地
域
の
祭
り
や
伝
統
行
事
。

今
回
は
志
布
志
市
で

行
わ
れ
る
、「
お
釈
迦
ま
つ
り
」を

ご
紹
介
し
ま
す
。

希
少
な
動
植
物
が
生
息
す
る

自
然
豊
か
な
火
山
島

あ
ち
こ
ち
に
湧
き
出
る

良
質
の
湯
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